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富津市環境審議会 会議録 
 

１ 会議の名称 令和５年度第９回富津市環境審議会 

 

２ 開催日時 
令和６年３月21日（木） 

午後２時 30 分 ～ 午後３時 00 分 

３ 開催場所 富津市役所本庁舎２階 第３委員会室 

 

４ 審議等事項 
議題 

（１）一般国道127号富津館山道路（富浦インターチェン

ジ～富津竹岡インターチェンジ）環境影響評価準備

書に対する答申案について 

 

 

 

 

 

 

５ 出席者名 

委員（11 名） 

福原敏夫、平野明彦、山田重雄、関努、渡辺純一、 

大島拓二郎、粕谷達郎、武田有、市原泰幸、吉住敏彦、

兎原剛史 

 

説明員 

千葉県県土整備部 

都市計画課都市計画班 班長 篠田健太郎、 

副主査 和氣優太 

道路計画課高速道対策・館山道促進班 班長 河原佳武、 

副主査 鈴木大悟、副主査 水野真靖 

日本工営株式会社 基盤技術事業本部 地球環境事業部 

環境部 城本太郎、小川慎之亮 

応用地質株式会社 流域・砂防事業部 深部地質・水資源部  

河口達也 

 

 富津市長 高橋恭市 

 市民部長 木村美文 

 

関係職員 

都市政策課長 義﨑哲也、建設政策係長 山田誠 

事務局 

環境保全課長 錦織和則、環境保全係長 桑田正和、 

副主査 今村あゆみ、主事 柴田航 

６ 公開又は非公開の別 公開 ・ 一部非公開 ・ 非公開 

 

７ 非公開の理由 
富津市情報公開条例第 23 条第 号に該当 

（理由） 

８ 傍聴人数 ０人（定員５人） 

 

９ 所管課 
市民部環境保全課環境保全係

電話 0439（80）1274 
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10 会議録（発言の内容） 別紙のとおり 
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令和５年度第９回富津市環境審議会 会議録 

発 言 者 発 言 内 容 

事務局  

桑田係長 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平野会長 

 

それでは定刻となりましたので、はじめさせていただきます。 

委員の皆様におかれましては、大変ご多用の中、ご出席いただき、誠

にありがとうございます。 

私は、本日の会議の進行を務めさせていただきます、市民部環境保全

課の桑田と申します。どうぞよろしくお願い致します。 

また、本日の議題にございます、一般国道127号富津館山道路に係る

環境影響評価手続きにつきましては、実施主体である千葉県が、都市計

画手続きと同時に進めております。この手続きにつきましては、市の総

括窓口が都市政策課であるため、本日、義﨑都市政策課長、山田建設政

策係長が同席しております。 

それでは、会議を始めます前に、お手元の配布資料を確認させていた

だきます。 

まず、会議次第、委員名簿、座席表、資料１「一般国道127号富津館

山道路（富浦インターチェンジ～富津竹岡インターチェンジ）環境影響

評価準備書のあらまし」、資料２「一般国道127号富津館山道路（富浦

インターチェンジ～富津竹岡インターチェンジ）環境影響評価準備書

【本編】及び【要約書】」、資料３－１「一般国道127号富津館山道路

（富浦インターチェンジ～富津竹岡インターチェンジ）環境影響評価準

備書について（答申案）」、資料３－２「一般国道127号富津館山道路

（富浦インターチェンジ～富津竹岡インターチェンジ）環境影響評価準

備書に対する富津市環境審議会での委員意見と千葉県見解」、資料４

「富津市ゼロカーボンシティ宣言文」でございます。 

  不足している資料等がありましたら、事務局よりお持ち致しますの

でお声がけください。 

 よろしいでしょうか。 

 

それでは、会議に先立ちまして、本日の委員の出欠状況を報告させて

いただきます。 

出席委員11名、欠席委員４名でございます。 

従いまして、富津市環境審議会規則第５条第２項の規定により、半数

以上のご出席をいただいており、会議が成立しておりますのでご報告申

し上げます。 

なお、会議録作成のため録音させていただきますことをご了承願いま

す。 

また、本環境審議会は、富津市情報公開条例第23条１項の規定により

公開対象でありますが、本日の傍聴者が無いことをここで報告いたしま

す。 

それでは、ただ今から令和５年度第９回富津市環境審議会を開催させ

ていただきます。 

開会にあたりまして、平野会長にご挨拶をお願いいたします。 

 

  本日は、第９回目の環境審議会となります。 

委員の皆様方には、非常に長らくお付き合いいただきまして、大変感
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平野会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

桑田係長 

 

高橋市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

桑田係長 

 

 

高橋市長 

 

 

 

事務局 

桑田係長 

 

謝申し上げます。この年に会議が集中したということは、この年が未来

へと向かってスタートするということだと思っております。委員の皆様

には、大変縁を感じております。これからの未来も、皆様と一緒に見守

っていきたいと思っております。本日最後の会議をお願いいたしまし

て、私からの挨拶に代えさせていただきます。どうかよろしくお願いい

たします。 

 

ありがとうございました。 

続きまして、高橋市長からご挨拶を申し上げます。 

 

令和５年度第９回富津市環境審議会の開催にあたりまして、ご挨拶を

申し上げます。委員の皆様におかれましては、公私ともに、大変ご多用

の中、本日の審議会にご出席いただきまして、誠にありがとうございま

す。 

はじめに、本市の地球温暖化対策事業につきまして、本年度、皆様に

は「富津市地球温暖化対策実行計画」の策定、また、「富津市ゼロカー

ボンシティ宣言文」の作成などにあたり、多大なるご尽力をいただいた

ところでございます。お陰様をもちまして、先の３月１９日、富津市議

会３月定例会最終日におきまして、「富津市ゼロカーボンシティ宣言」

の表明を行いましたことを報告させていただきます。ゼロカーボンの実

現は自然豊かな本市においても、様々な点で地球温暖化の影響を感じて

いるのは皆様ご自身でも実感をされていることだと思います。その意味

からも、真剣に各施策に取り組んでいくことが大変重要だと思っており

ますので、引き続き、ご指導賜りますようお願いを申し上げます。 

さて、本日の議題でございますが、第８回の環境審議会におきまし

て、一般国道127号富津館山道路（富浦インターチェンジ～富津竹岡イ

ンターチェンジ）環境影響評価準備書に対する市長意見について、諮問

をさせていただいたところでございます。本日は、答申案の内容につい

て、ご協議をいただきたいと考えております。皆様方からいただいた答

申につきましては、貴重なご意見として最大限尊重したうえで、市長意

見を作成し、千葉県に提出させていただきたいと考えております。皆様

には忌憚のないご意見を賜りますようお願い申し上げまして、会議冒頭

の挨拶とさせていただきます。本日は、よろしくお願いいたします 

 

 この後、第８回環境審議会で提出させていただいた諮問に対する答申

（案）の審議がございますので、ここで市長は退席とさせていただきま

す。 

 

よろしくお願いいたします。 

 

【市長退席】 

 

それでは、これより会議に入ります。会議の議長は、富津市環境審議

会規則第５条第１項の規定により、会長が議長となると規定されており

ますので、平野会長、議長をお願いいたします。 
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平野議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

桑田係長 

 

 

 

 

 

 

  

事務局 

 錦織課長 

  

 

 

 

 

 

 

 平野議長 

  

 

 市原委員 

  

 

 

 

 

 事務局 

 錦織課長 

  

 平野議長 

  

 

 

 

それでは、会議を始めさせていただきます。 

はじめに、事務局からの申し出により、本日の議題にございます一般

国道127号富津館山道路に係る環境影響評価手続きの実施主体である千

葉県県土整備部職員の出席を許可しておりますので、ご了承願います。 

 それでは、会議録署名委員を指名させていただいます。今回は、関委

員、市原委員に、お願いいたします。 

 それでは、次第にあります議題「一般国道127号富津館山道路（富浦

インターチェンジ～富津竹岡インターチェンジ）環境影響評価準備書に

対する答申案について」事務局に説明を求めます。 

 

 はい、議長。 

それでは、答申案をご説明する前に、まず、私の方から第８回環境審

議会で、委員の皆様からいただいた意見及び千葉県の見解を、改めて、

整理させていただきたいと思います。資料３－２「当環境影響評価準備

書に対する富津市環境審議会での委員意見と千葉県見解」をご覧くださ

い。 

 

【資料に沿って説明】 

 

はい、議長。 

続きまして、答申案をご説明させていただきます。なお、当答申案

は、只今、ご説明させていただきました皆様の意見を踏まえ、平野会長

と調整のうえ、案として作成したものでございます。資料３－１「当環

境影響評価準備書について（答申案）」をご覧ください。 

 

【資料に沿って説明】 

 

 

以上で説明が終わりました。 

委員の皆様、何か、ご質疑、ご意見はございますか。 

 

内容については、問題無いと思います。使っている用語について、

（６）廃棄物等の２段落目に、汚染土壌の場外への搬出という用語がご

ざいますけれども、今回の事業は道路の工事ですので、場外という言葉

だと対象がわかりにくいので、事業実施区域外と置き換えた方が適切か

と思いますので意見として申し上げます。 

 

ありがとうございます。 

 

 

他にございますか。 

無いようですので、答申書の作成については、先程言われた意見を踏

まえ、私の方で再度調整させていただき、市長へ提出したいと思います

が、いかがでしょうか。 
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平野議長 

  

 

 

 

 

 

 木村部長 

  

 

 

  

 

  

  

 

 平野議長 

  

 

 

 

 

【「異議なし」の声あり】 

 

私の方に一任させていただきます、ありがとうございます。 

それでは、本日の議題は終了といたします。 

後でお気づきの点があれば、事務局にお伝えいただければと思いま

す。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

「その他」として、何かございますか。 

 

はい、議長。 

今年度の環境審議会につきまして、９回と例年に比べて非常に多く開

催させていただいたところでございます。委員の皆様の多大なるご協力

の中、開催することができたこと、また、その中で様々な議題が審議さ

れ、環境保全に向けた課題が着実に進められていることについて、心か

ら感謝を申し上げます。また来年につきましても、環境審議会の活動に

ご協力いただきますよう、重ねてお願い申し上げます。私からは以上で

ございます。 

 

他に何かございますか。 

以上をもちまして、令和５年度第９回富津市環境審議会を閉会といた

します。 

皆様、本日はありがとうございました。 

 

 


